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吉信 淳�
チュートリアル講演： 50分発表＋質疑応答10分
招待講演： 40分発表＋質疑応答5分
一般口答講演： 25分発表＋質疑応答5分
学生賞応募口頭講演: 発表20分＋質疑応答10分

口頭発表は、パソコンからの液晶プロジェクタ投影にて行います。
チュートリアル講演と招待講演は日本語です。
口頭発表（スライド）とポスター発表では、英語による表記を推奨します。英語講演も可能です。�


